
大島博光記念館にあるこのコレクション、および日
本内外のその他の場所にあるアルピジェラの歴史を見
つめるとき、連帯の声がわたしたちに向けて語りかけ
てきます。
アルピジェラ（arpillera）はラテンアメリカの三次元

のアップリケの裁縫作品で、もとはチリの民芸品です。
当初から丈夫な麻の厚布を裏布として用いており、その
裏布をさす語（スペイン語でarpillera）がこのタペスト
リー自体の呼び名ともなりました。端切れと糸と針を
用い、すべて手縫いで描き出されている作品です。チリ
の有名なフォーク歌手、ヴィオレタ・パラには歌うこと
のできなかった時期がありました。パラはこのときア
ルピジェラ作品を作り、1960年代後半にパリに持ってゆ
きました。パラの作品には、チリの歴史のいくつかの
場面と人物を見ることができます。農民の暮らす田園風
景を色鮮やかなステッチで描いた「イスラ・ネグラの
刺繍作品」もまた、アルピジェラ作家たちに影響を与
えています。
1973年9月11日から1990年3月まで続くチリのピノ

チェト独裁体制による組織的な人権侵害の文脈のなか
で、この裁縫のスタイルは政治的な抵抗行動の技法であ
り暴力と抑圧について国際的な意識を高める技法でも
あるものへと発展していきました。その影響力は大き
く、ラテンアメリカ、アフリカ、あるいはヨーロッパの
他の国でも現在アルピジェラが縫われ、作られるに
至っています。
チリ人民連帯日本委員会は1974年2月に結成され、

1991年4月に解散した団体です。この委員会は1988年に
アルピジェラの購入と普及活動、販売を開始しまし
た。大島博光記念館で現在展示されている作品は、この
時期に作られたものです。アルピジェラの個人コレク
ションを自分でも所有する高橋正明氏がこの経緯を書
き記しています（訳注：『チリ・嵐にざわめく民衆の木
よ』大月書店、1990年）。高橋氏はここに展示されてい
るコレクションと連帯活動の記憶の源であるといえるで
しょう。連帯委員会が活動を終えてしばらくの後、2009
年、高橋氏はここにあるアルピジェラを大島博光記念
館に寄贈しました。
個人で作業をするにせよ、グループで作り上げるに

せよ、女性たちは縫い物というシンプルな手段を通じ、
自分たちの生きてきた残酷な経験を記憶し、証言し、
抵抗し、告発しています。こうして伝統的な家庭の仕事
であった裁縫は、抵抗と証言の力強い行動となり、世
界中にその抵抗のメッセージを伝える装置ともなって
いったのです。
マージョリー・アゴシン著の『希望のタペスト

リー、愛の糸：チリのアルピジェラ運動　1974-1994
年』（Tapestries of Hope, Threads of Love: The Arpillera 
Movement in Chile 1974 – 1994,  1996年出版）によせた序
文でイザベル・アジェンデは以下のように描いていま

す。「使い古しの生地と素朴なステッチを用いて、女性
たちは言葉にできないものを刺繍にしていった。そうし
てアルピジェラは力強い政治抵抗の方法となったので
ある。」マージョリー・アゴシンによる本文にも次の
ようにあります。「アルピジェラは沈黙する国民のただ
なかから咲き出てきたのであり、布と糸で作られた物
語が、禁じられた事柄を教会の中庭と貧民地区から物
語ったのである。」
これらの作品に価値を見いだし購入するという行動

も、それだけで大きな効果をもっていました。チリ人民
連帯日本委員会のみならず、世界の他の地域の多くの団
体が、アルピジェラと関係し、アルピジェラ作りを支援
しました。その動機は、日本の連帯委員会がそうで
あったように、時には政治的、イデオロギー的なもの
であり、時には人道的であったり宗教的なものでもあ
りました。けれどもいずれの場合においても彼らは、そ
の連帯の声でもって作り手の女性たちのかたわらに立
ち、残虐な行いを記憶し、証言し、抵抗し、告発しよ
うとしてきました。またアルピジェラによって作り手た
ちが生き延びるための経済的手段をえたことも記してお
かなければなりません。アルピジェラは彼女たちを勇
気づけ、彼女たちに機会を与え、ピノチェト政権に対す
る抗議の声を世界で打ち立てていくために貢献したの
です。
アルピジェラはしばしば作り手たちの「苦痛をやわ

らげる」性質をもっています。その一方で、見る者を作
品に描かれている問題に深く接続し、それに対し応答す
るよう、そして自分自身の事柄として何かを表現してい
くよう導きます。素朴ではっきりとした輪郭と形状の人
物やモチーフ—しばしば三次元で表現されます—を作り
上げている端切れとステッチによって、作品を見る者
は、ラテンアメリカの裁縫作家たちの決意を理解し評価
することができるようになります。そして作り手の女性
たちは、自分が力ある声をもっていると感じることがで
きるのです。
この展覧会は、政治的な形態をとったアルピジェラ

に焦点をあてています。驚くほど複雑で深さをもった感
情が一見すると素朴なスタイルで表現されていることに
よって、おそらくアルピジェラは人びとに力強く訴えか
け、普遍的な言葉をもつものとなっているのでしょう。
この展覧会に対しあなた自身の心と魂で、そして願

わくばあなた自身の縫いものを通じて応答してほしい。
チリの軍事クーデターから40年を数える今、わたしはそ
う願っています。

2013年5月
チリ出身のアルピジェラ・キュレーター
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